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伊佐市 facebook クリック
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特 集 年頭のごあいさつ
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隈元　新

伊佐市長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か

し
い
令
和
２
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

干
支
は
「
庚か
の
え
ね子
」
年
に
な
り
ま
す
の
で
、

変
化
が
生
ま
れ
る
可
能
性
や
新
た
な
生

命
の
兆
し
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
新
し

い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
る

一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
全
国
的
に
台
風
や
豪
雨

に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。
関
東
や

北
陸
、
東
北
地
方
だ
け
で
な
く
、
九
州
の

各
地
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
伊
佐
市
で
は
目
立
っ
た
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
一
昨
年
の
硫
黄
山

噴
火
の
影
響
を
受
け
た
川
内
川
流
域
約
５
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
も
、
順
調
な
稲
作
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
や
す
い

伊
佐
市
を
確
立
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
旦
に
三
社
参
り
を
な
さ
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
宇
宙
や
生
命
の
源
と
も
呼
べ
る
人

知
を
超
え
た
存
在
、「
サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り
、
郡
山
八
幡
神
社
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
に
あ
る
数
々
の
神
社
を
訪
ね
、

伊
佐
の
安
寧
を
祈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
の
「
い
の
り
（
祈
り
）」
の
語
源
は
「
生
宣
り
（
い

の
り
）」
と
も
言
わ
れ
、「
生
命
の
宣
言
」
を
意
味

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
で
、
世
界
の
注
目
が
日
本
に
集
ま
り
、

わ
が
国
の
経
済
へ
も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
鹿
児
島
県
で
は
「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
伊
佐
市
で
は
カ
ヌ

ー
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
人
々
の
交
流
が

盛
ん
に
な
り
、
本
市
の
多
彩
な
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

伊
佐
市
の
大
事
業
で
あ
り
ま
す
新
庁
舎

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
や
新
庁
舎

建
設
検
討
委
員
会
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
ご
意
見
を
尊
重
し
、
精
到
に
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
佐
市
は
合
併
し
て
12
年
目
を

迎
え
ま
す
の
で
、
11
月
に
は
市
長
選
挙
と

市
議
会
議
員
選
挙
が
控
え
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
主
体
的
な
参
加
で
、
活
力

溢
れ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
一
日
一
日
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
生
き
る

希
望
に
満
ち
た
、
夢
と
感
動
を
共
有
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
愛
す
る
伊
佐
、「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
」
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
精
神
で
、
誇
ら

し
い
伊
佐
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
年
の
門
出
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
私
の
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

感
謝
の
二
文
字
添
え
て
記
帳
す

　
　
　
　
　
　

年
の
初
め
の
三
社
参
り～

新
鶏
～

年頭のごあいさつ

謹賀新年
New Years greetings ２０２０
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伊佐市議会議長

緒方 重則

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
改
め
ら
れ
、
そ
し
て
今
上
天
皇
の
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
が
古
き
伝
統
を
忠
実
に

再
現
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
を
も
っ
て
、
丁

重
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
お
め

で
た
い
こ
と
と
ご
即
位
を
衷
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
本
市
に
お
い
て
は
大
き

な
自
然
災
害
こ
そ
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
的
に
は
未
曽
有
の
大
型
台
風

の
影
響
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
家
屋
の
浸

水
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
、
そ
し
て
未
だ
に
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ

ま
す
。
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
か
ね
て
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を

し
っ
か
り
と
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活

用
し
た
５
Ｇ
に
よ
り
、
生
活
環
境
を
一
層
便
利
に

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
き
っ
と
き
っ
か
け
の

始
ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
四
方
に
ド
ミ
ノ
倒

し
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
数
年
後
は
八
方

無
碍
の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
と
想
像
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
５
Ｇ
を
活
用
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
期
待
を
抱
き
、
そ
し

て
、
早
く
想
像
を
超
え
る
時
が
や
っ
て
く

る
こ
と
を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

折
し
も
今
年
は
56
年
ぶ
り
に
日
本
で
開

催
さ
れ
る
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
で
す
。
５
Ｇ
の
お
披
露
目
の
場
に
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
日
本
の
技
術
を
総
結
集

し
て
、
近
未
来
型
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
営

を
成
功
さ
せ
、
そ
れ
が
茶
の
間
と
の
一
体

感
の
実
現
に
大
き
く
繋
が
る
よ
う
に
強
く

望
ん
で
お
り
、
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
か
ら
観
光
浮
揚
対
策
、
特
別
支
援
学
校
誘
致
の

推
進
、
伊
佐
市
議
会
だ
よ
り
等
の
充
実
、
そ
し
て

議
会
改
革
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。
特
に
、

今
年
は
市
議
会
議
員
の
改
選
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

議
員
定
数
の
適
正
化
を
図
り
、
定
数
を
２
人
減
の

16
人
と
し
、
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
上
天
皇
の
ご
加
護
の
も
と
令
和
２
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

謹賀新年
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ISA City Topics

ISA City Topics

　永年にわたる保護司としての活動と功績
が認められ、表彰されました。
　下野美保子さん（土瀬戸）

　永年にわたる保護司としての活動に対し、
感謝状が贈られました。
　星原辰己さん（花北上）

法務大臣表彰法務大臣感謝状

　伊佐市文化会館で「いさ太鼓まつり」が開
催されました。
　市内外の特色ある６団体が力強い鼓動を披
露し、大・小さまざまな太鼓のみで音律を奏
でる表現力や曲に合わせて力強く太鼓を叩く
迫力のパフォーマンスに、会場を埋めた観客
からは大きな拍手が送られました。

ダイナミックなバチさばき学校保健及び学校安全表彰

11 24

　平出水地区防犯パトロール隊が、小学生の
登下校時におけるパトロールを継続して行い、
児童の交通安全や犯罪被害防止に貢献した功
績が高く評価され、文部科学大臣から表彰さ
れました。

おめでとうございます
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　菱刈下手の水天神社の例祭が行われ、錫杖
踊が奉納されました。
　右手に錫杖（修験者などが使う法具の一種）
左手にカマ（山刀）を持った 10 人の踊り手
が２列に並び、歌い手の歌に合わせて踊りま
す。
　下手錫杖踊は、戦国時代、島津義弘公によ
る菱刈氏討伐の頃から始まる歴史ある郷土芸
能で、昭和 37 年に県の無形民俗文化財に指
定されています。

　伊佐市文化会館で「伊佐市じんけんフェス
タ」が開催され、拉致被害者の蓮池薫さんが
自身の体験について講演しました。
　蓮池さんは大学３年生の時、地元・新潟で
北朝鮮の工作員に拉致され、24 年間監視下
での生活を強制されました。蓮池さんは当時
の生活を振り返り「制裁の恐怖で脱出は不可
能でした。人生を台無しにされたことに憤り
を感じています」と胸の内を明かし「現在も
北朝鮮に残された拉致被害者を救うためには、
世論の高まりが必要です」と訴えました。　
　また、オープニングでは市指定文化財の平
出水太鼓踊が披露されました。

　大口ふれあいセンターで「世界に誇れる伊
佐の食文化」と題する食育日本料理家の梛木
春幸さんの講演が行われました。
　京都の有名料亭で板前修業をしていた経験
がある梛木さんは「食材の目利きには自信が
ありますが、伊佐米は海外にも自慢できるお
いしさです。①釜で炊いた伊佐米を使うこと
②伊佐に関係する 9 種類のおかずを添える
こと③金粉を塗すことをルールとする『伊佐
米膳』を開発し、ここでしか食べることがで
きない食を提供して市全体の観光を盛り上げ
たい」と話しました。
　伊佐米膳は 1 月中旬にお披露目される予
定です。

錫
しゃくじょう

杖踊を奉納 みんなで築こう  人権尊重社会

「伊佐米膳」でまちおこし

11 28 12 １

12 ７

　伊佐農林高校の関係者が市長を表敬訪問し、
伊佐農林高校農林技術科の生徒 18 人が育て
たヒノヒカリが「第 13 回あなたが選ぶ日本
一おいしい米コンテスト」において高校生部
門で優秀金賞を受賞したことを報告しました。
　中村幸一さん（３年）は「稲の成育の過程
で、タニシの駆除が大変でした。まさか決勝
に進出すると思っていなかったのでうれしか
ったです」と受賞の喜びを話しました。

高校生が育てたお米が
全国表彰

12 ９
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　曽木の滝公園敷地内に姉妹都市盟約 10 周
年を記念した「もみじの植樹」を行いました。
　太平洋戦争末期、西之表や喜界から約
3000 人の児童が伊佐に疎開したことを契機
として、終戦後に両市町と姉妹都市盟約を結
びました。平成 20 年に伊佐市が誕生した後
も、西之表市と喜界町と引き続き姉妹都市盟
約を結び親交を深めています。

西之表市と喜界町との
絆を深める

　羽神社で大祭が行われ、針持校区の住民や
コミュニティ協議会・針持小学校の関係者ら
が参列しました。
　当日は悪天候のため、社殿内で神事が執り
行われたあと、針持小学校４・６年生の女子
児童８人が、地域の安泰を祈る「浦安の舞」
を披露しました。
　衣装は地域の方々の手作りで、舞を終えた
児童らは保護者や友人たちとの写真撮影を楽
しんでいました。

扇を広げる優雅な舞
11 24

　第 12 回伊佐市ふれあい駅伝競走大会が開催されました。菱刈農村公園から伊佐市陸上競技場
までの 10 区間 18.8km のコースを
各校区代表選手 170 人が競いまし
た。結果は次のとおりです。

山野校区が初優勝！　ふれあい駅伝競走大会　

各チーム成績
優勝  山野 １時間     １分 41 秒
２位  羽月 １時間     ２分 04 秒
３位  大口東Ａ １時間     ２分 29 秒
４位  田中Ａ １時間     ２分 30 秒
５位  大口中央 １時間     ２分 39 秒
６位  湯之尾Ａ １時間     ３分 35 秒
７位  曽木 1 時間      ７分 19 秒
８位  忠元 1 時間      ８分 24 秒
９位  大口東Ｂ 1 時間      ８分 33 秒
10 位  本城 1 時間      ８分 42 秒
11 位  田中Ｂ 1 時間      ９分 15 秒
12 位  平出水 1 時間      ９分 25 秒
13 位  針持 1 時間      ９分 40 秒
14 位  湯之尾Ｂ  1 時間 11 分 50 秒
15 位  菱刈  1 時間 12 分 24 秒
16 位  牛尾 1 時間 12 分 54 秒
17 位  田中Ｃ 1 時間 14 分 10 秒

区間賞（敬称略）
    １区   羽田悠馬（山野）
    ２区   中島陸斗（大口東Ａ）
    ３区   尾上大樹（羽月）
    ４区   川平莉央奈（山野）
    ５区   溝口優斗（湯之尾Ａ）
    ６区   永吉天晴（忠元）
    ７区   清水喜一郎（山野）
    ８区   坂口日菜子（大口中央）
    ９区   伊地知拓郎（田中Ａ）
10 区   瀬戸口明浩（田中Ａ）

クラス優勝
Ａクラス 　羽月
Ｂクラス 　山野
Ｃクラス 　曽木

躍進賞 針持　４分 51 秒短縮

12 １

区間新

区間新

区間新

区間新
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湯之尾神社の新
に い な め さ い

嘗祭（ホゼ祭）：表紙
11 23

　第 58 回曽木の滝公園もみじ祭りで曽木の
滝ともみじのライトアップが行われました。
　初日の 22 日はあいにくの雨模様にもかか
わらず、闇夜に浮かび上がる滝ともみじを一
目見ようと、大勢の来場者で賑わいました。
　また、公園内には大口高校生による体験型
アート作品が展示され、来場者を楽しませて
いました。
　なお、24 日の本祭りは荒天のため中止に
なりました。

夜に浮かぶもみじ

11 22 23・

　ニシムタ大口店の駐車場で「防犯・交通安
全キャンペーン及び年末年始特別警戒隊出発
式」が開催され、交通安全協会や防犯協会の
関係者など約 250 人が参加しました。
　出発式終了後には参加者全員で沿道に並び、
チラシや米２合などのキャンペーングッズを
ドライバーに配布し、交通安全と防犯を呼び
かけました。
　「飲酒運転をしない！させない！」「早めの
ライト点灯」を徹底しましょう。

　五穀豊穣・無病息災を祈願して、湯之尾神社の新
嘗祭（ホゼ祭）が開催されました。

　「浜下り」では、神
み こ し

輿に遷
せ ん ざ

座された御神体や４匹
の獅子駒、子ども神輿７台を含めた、総勢約 100
人の賑やかな巡行が行われました。
　この獅子駒に噛まれると、向こう１年間無病息災
が叶うといわれていることから、市内外から子ども
連れの多くの観客が沿道に詰めかけました。獅子駒
に噛まれた子どもたちが「絶対にいい子にします」
と泣きながら誓う姿を、保護者や保育園の先生方は、
子どもの健やかな成長を願いながらにこやかに見守
っていました。
　夕方４時からは、デホバシラに諸々の神々を迎え
て、五穀豊穣・無病息災を祈願する「神

か ん め

舞」が奉納
されました。湯之尾神舞は、素朴でありながら優雅
絢爛な舞であることから、貴重な文化財として高く
評価され、昭和 63 年に県無形民俗文化財に指定さ
れています。
　かがり火が焚かれる幻想的な雰囲気の境内は多く
の観客で賑わい、時折、関係者からの「激」を受けながら、伝承されている 26 番のうち 18 番が
舞われました。えびの市から来られたご夫婦は、「はじめて観覧してとても感動しました。来年は
伝承されている 26 番すべての舞が奉納されるとお聞きしたので、ぜひ来てみようと思います」と
満足そうでした。

年末年始も
安心・安全のまちをめざします

12 10
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
係
・
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
㉓
１
３
１
１

　

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

１
月
の
対
象
活
動

○
結
核
検
診
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

　

12
月
10
日
、「
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の

ま
ち
で
、
人
生
の
最
後
ま
で
を
自
分
ら

し
く
迎
え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

相
良
病
院
緩
和
ケ
ア
科
部
長
の
金
澤
裕

信
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
医
療
・
介

護
従
事
者
の
ほ
か
一
般
の
人
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
本
人
の
望
む
暮
ら
し

を
ど
う
医
療
と
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
に
結

び
つ
け
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
続
け

ら
れ
る
の
か
、
本
人
の
意
思
決
定
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
お
く
た

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
普
及
啓
発
講
演
会
を
開
催

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

め
に
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
考
え
方
や
話
し
合
い
の
進
め
方

を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
加

速
す
る
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
医
療
や

介
護
な
ど
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

　
　
　

転
車
利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
の

　
　
　

遵
守
と
マ
ナ
ー
の
向
上

　
自
転
車
利
用
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
「
飲
酒
運
転
８
（
や
っ
）
せ
ん

　
　
　
　

運
動
」
の
展
開

　
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

た
め
、
家
族
、
職
場
で
「
飲
酒
運
転
は

絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
の

　
　
　

交
通
事
故
防
止

　
「
３
（
サ
ン
）
ラ
イ
ト
運
動
」
の
展
開

　
年
末
年
始
は
、
夜
が
長
く
な
る
時
期

で
す
。
特
に
次
の
２
つ
の
事
項
を
徹
底

し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

・
原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯

　
　
　

齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
「
プ
ラ
ス
１
（
ワ
ン
）
運
動
」

　
　
　

の
展
開

　
で
き
る
だ
け
明
る
い
時
間
に
用
件
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
に
外
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
必
ず
明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　
　

い
着
用
の
徹
底

　

全
席
ベ
ル
ト
着
用
!!
「
し
ま
す
・
さ

　

せ
ま
す
運
動
」
の
展
開

　
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
必
ず

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

早高

自 飲す

年
末
年
始

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で

　
　
　

事
故
防
止

スローガン

１
月
10
日（
金
）ま
で

運
動
期
間
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し
た
生
活
習
慣
病
は
、
食
べ
過

ぎ
や
偏
っ
た
食
事
、
適
量
以
上

の
飲
酒
、
喫
煙
、
運
動
不
足
、

睡
眠
不
足
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
脳
卒
中
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う

に
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
ら
よ

い
か
、
生
活
習
慣
病
や
脳
卒
中

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
い
つ
で
も
相
談
く

だ
さ
い
。
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
が
対
応
し
ま
す
。

臓
に
で
き
た
血
の
塊
が
脳
の
太

い
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
き
る
も
の
で
、
梗
塞

の
中
で
も
こ
の
タ
イ
プ
が
も
っ

と
も
重
症
に
な
り
や
す
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
伊
佐

市
の
脳
卒
中
死
亡
数
の
内
訳
を

見
る
と
、
脳
梗
塞
が
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
（
表
1
）。

　
　

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
脳
卒

　
　

中
を
引
き
起
こ
す

　

脳
卒
中
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
、
糖
尿
病
が
悪
化
す

る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
こ
う

　

伊
佐
市
の
平
成
29
年
脳
卒
中

死
亡
率
は
、
国
の
２
・
２
倍
、
県

の
１
・
５
倍
で
す
。
ま
た
平
成
29

年
伊
佐
市
の
死
亡
者
５
０
７
人

の
う
ち
、
51
人
が
脳
卒
中
で
亡

く
な
っ
て
お
り
、
10
人
に
1
人

の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
発
症
後
、
命
が
助

か
っ
た
と
し
て
も
半
身
麻
痺
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
の

高
い
病
気
で
す
。
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
主
な
原
因
と
し
て
、

認
知
症
に
次
い
で
脳
卒
中
が
多

い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
（
平
成
28
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
よ
り
）。

脳
卒
中
の
種
類

　

脳
卒
中
は
、
血
管
が
詰
ま
っ

て
起
き
る
梗
塞
と
血
管
が
破
れ

て
起
き
る
出
血
の
２
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
梗
塞
は

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
梗
塞
、
ラ

ク
ナ
梗
塞
、
心
原
性
脳
塞
栓
に

分
け
ら
れ
、
出
血
は
脳
内
出
血

と
く
も
膜
下
出
血
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
心
原
性
脳
塞
栓
は
、
心

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

脳卒中に気を付けて

図 1

脳卒中

脳梗塞

頭蓋内出血

脳内出血

クモ膜下出血

アテローム
血栓性梗塞

ラクナ梗塞

心原性
脳塞栓

表 1 伊佐市  脳卒中死亡数内訳

平成 29 年衛生統計年報

脳梗塞
２６人脳内出血

１３人

くも膜下出血
　　  ９人

その他 ３人

1 手始めに  高血圧から  治しましょう
2 糖尿病  放っておいたら  悔い残る
3 不整脈  見つかり次第  すぐ受診
4 予防には  たばこを止める  意志を持て
5 アルコール  控えめは薬  過ぎれば毒

6 高すぎる  コレステロールも  見逃すな
7 お食事の  塩分・脂肪  控えめに
8 体力に  合った運動  続けよう
9 万病の  引き金になる  太りすぎ
　 脳卒中  起きたらすぐに  病院へ10

！

脳卒中予防十か条 ：日本脳卒中予防協会
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「 

人
神 

」

　

１
８
０
０
年
頃
に
始
ま
っ
た

「
仙
台
初
売
り
」
は
国
内
最
大

規
模
を
誇
る
「
初
売
り
」
と
し

て
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。「
歴
史
あ
る
商
習
慣
に

基
づ
く
も
の
」
と
の
理
由
で
、

旧
仙
台
藩
地
域
に
限
り
、
正
月

の
３
日
間
だ
け
、
商
品
に
高
額

な
景
品
を
付
け
る
売
り
方
を
、

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
特
例
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
初
売
り
は
一
般
的
な
セ

ー
ル
と
は
異
な
り
、
売
る
人
も

買
う
人
も
、
一
年
の
幸
福
を
願

う
伝
統
的
な
行
事
で
、
福
袋
な

ど
買
う
た
め
、
早
朝
か
ら
大
勢

の
買
い
物
客
が
行
列
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
も
て
な
す
和
太
鼓
演
奏

や
獅
子
舞
い
、
甘
酒
の
振
る
舞

い
な
ど
、
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ

い
で
す
。

　

そ
の
初
売
り
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
仙
台
四
郎
さ
ん
。

　
「
だ
れ
？
」

　

そ
う
い
え
ば
、
仙
台
の
お
店

に
は
仙
台
四
郎
さ
ん
の
写
真
を

飾
る
店
が
多
く
、
駅
や
空
港
に

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ
た
グ

ッ
ズ
が
お
土
産
品
と
し
て
並
ん

で
い
ま
す
。

　

江
戸
末
期
、
仙
台
に
実
在
し

た
人
で
、
四
郎
さ
ん
が
立
ち
寄

っ
た
店
が
繁
盛
し
た
こ
と
か
ら

福
の
神
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

知
的
障
が
い
が
あ
っ
た
四
郎
さ

ん
は
、
会
話
は
せ
ず
ニ
コ
ニ
コ

し
て
町
を
徘
徊
し
、
店
先
に
ホ

ウ
キ
が
あ
れ
ば
勝
手
に
掃
除
し

た
り
、
ひ
し
ゃ
く
が
入
っ
た
水

桶
が
あ
れ
ば
こ
れ
ま
た
勝
手
に

水
を
ま
く
。「
福
の
神
」
と
噂

さ
れ
だ
し
た
四
郎
さ
ん
を
ど
う

に
か
招
き
入
れ
よ
う
と
す
る
店

が
増
え
た
よ
う
で
す
が
、
下
心

の
あ
る
店
に
は
寄
り
付
か
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
自
分
を
本
当

に
歓
迎
し
て
く
れ
る
店
と
そ
う

で
な
い
店
を
見
分
け
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　
『
招
福　

二
〇
二
〇
年
』

（
柿
ノ
迫
秀
美
）

仙台四郎さん
（３０代）

　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る

「
か
ご
し
ま
国
体
カ
ヌ
ー
ス
プ

リ
ン
ト
競
技
会
場
」
で
も
あ
る

菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
め
ざ
す

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
女
子

日
本
代
表
候
補
選
手
が
、
11
月

24
日
～
12
月
22
日
の
期
間
で
強

化
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
5
日
に
は
、
菱
刈
カ
ヌ

ー
艇
庫
内
に
て
「
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
代
表
候
補

選
手
７
人
と
指
導
者
２
人
及
び

伊
佐
市
カ
ヌ
ー
協
会
の
関
係
者

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
た

ち
に
は
、
市
内
企
業
・
事
業
所

か
ら
提
供
い
た

だ
い
た
特
産
品

（
伊
佐
米
・
水
・

牛
乳
）
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表

し
て
、
鹿
屋
体

育
大
卒
の
島
津

早
耶
子
さ
ん（
Ｕ

Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮

崎
所
属
）
は
「
歓
迎
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
菱
刈

カ
ヌ
ー
競
技
場
は
波
風
が
少
な

く
充
実
し
た
競
技
環
境
な
の
で
、

ま
ず
は
３
月
の
ア
ジ
ア
大
陸
予

選
で
勝
て
る
よ
う
集
中
し
て
練

習
に
取
り
組
み
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
選
手
も
認
め
る
菱
刈

カ
ヌ
ー
競
技
場
は
、
日
本
屈
指

の
カ
ヌ
ー
競
技
場
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

伊
佐
で
練
習
を
重
ね
た
選
手
た

ち
が
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す

る
日
が
楽
し
み
で
す
。

　

め
ざ
せ
！
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日　　　はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　日々の暮らしのちょっとした
不便や困ったことを頭を上手に
使って切り抜けてきた、おばあ
さん。冬のあいだに一休みした
ので元気いっぱい。春の仕事に
とりかかります！「あたまをつ
かった小さなおばあさん」のお
話、第２弾。
　所蔵館：両館

　ハリウッド俳優Ｂ
の泊まった部屋から
は、決まって１冊の
本が抜き取られてい
た。Ｂからの無言の
合図を受け取る客室
係。こうして書棚の
秘密はふたりだけの
ものになった…。
　所蔵館：両館

約束された移動　小川洋子

（出版：福音館書店）

一  般

（出版：河出書房新社）

あたまをつかった小さなおばあさんがんばる
　　　　　　　ホープ・ニューウェル作 / 松岡享子訳

【　児　童　】 所蔵館
父さんがかえる日まで モーリス・センダック 両館
おばけのジョージーこまどりをたすける ロバート・ブライト 両館
カラスてんぐのジェットくん 富安陽子 両館
ハンカチともだち なかがわちひろ 両館
わたしのわごむはわたさない ヨシタケシンスケ 両館

【　一　般　】 所蔵館
せき越えぬ 西條奈加 両館
大天使はミモザの香り 高野史緒 両館
歩道橋シネマ 恩田陸 両館
パレスチナを生きる 渡辺丘 大口
丸鶏レシピ コウ静子 菱刈

【イベント情報】
○ブックスタート
日　時　１月７日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
○ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

大口図書館新年企画2020
　   『図書館の福袋』	
　限定２０袋（１袋３冊入り）
　※児童書 10袋・一般書 10袋

　借りてみないと中身がわからない

　福袋。新たな本と出会い

　があるかもしれません。

　   『みんなでつくる本棚』
　皆さんにおすすめしたい本を並べ
　てください。おすすめポイントも

　記入できます。

　   『ねずみのおみくじ』	
　数量限定！金のねずみが
　出るとラッキー。

○

【１月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

○

○

大口図書館新年企画2020

１

２

３
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地域おこし協力隊 通信
　こんにちは、中村です。伊佐の冬…
寒いですね。
　この原稿を書いているのは 12 月初
旬ですが朝晩の冷え込み、日中との気

温の差に「そうだそうだ伊佐の冬ってこんな感じだっ
た」とこれからさらに寒くなる季節を、楽しみ半分怖
さ半分で待ち構えているところです。
　昨年のこの時期は、七草を調べて摘んでお粥その他
にして食べてみよう！と、挑戦してみました。
　「せり なずな ごぎょう はこべら ほとけのざ すずな 
すずしろ」皆さんそれぞれどんな草かわかりますか？
　私は、写真と現物を見比べてもいまいちよくわかり
ませんでした。なので、詳しい人にお願いして一緒に
教えてもらいながら摘みました。
　摘んだ七草は、下処理が必要なものは下処理をして、
そのまま使えるものはそのまま、お粥に入れたりパス
タの具にしたり炒め物にしたりして、美味しく頂きま
した。今年は自力でできるかな？　やってみます。
　たくさん食べて動いて笑って良い年になりますよう
に。皆さま、2020 年もよろしくお願いします。

中村隊員  手書きの七草イラスト

SNAP

SNAP

髙　市

金　山

小　仲

ふるさとまつり、お越しいただい
た方々ありがとうございました！

２度目の冬、到来です。
洗濯物を干す時、湯気
が出るんですね。そん
な日常を楽しんでます。

田　﨑

寒さが厳しくなってき
まして、漆を乾かすの
に苦戦しています。

家の中で吐く息が白い
です。初の伊佐の冬を
越えられるのか ... ！

鹿肉ロースト大好きで
す！鹿肉は鉄分豊富
で高タンパク低カロ
リーってご存知でした
か？

　こんにちは、地域おこし協力隊の林
です。12 月末で僕の地域おこし協力
隊としての任期も半分が終わりました。
やりたいことがまだまだあるので、ど

んどん形にしていきたいと思います！
　さて、冬になり寒くなりましたね。寒くなると楽し
いのが焚き火ですよね。僕は薪も自分で作って毎晩の
ように焚き火に興じているのですが、今年の冬は、焚
き火×音楽、焚き火×イルミネーション、焚き火
×防災アウトドア、焚き火×アウトドア料理などな
ど、火のある暮らしを楽しめるイベントや企画などを
行っていきたいと考えています。火のあたたかさって
いいですよね。どんどん便利になる流れの中で、火の
あたたかさに触れ「ほっとひと息できる機会」を増や
していけたらなぁと思っています。
　あたたかさと言えば、昨年 3 月に布計小学校跡と
十曽青少年旅行村で開催したテントサウナのイベント

「サウナーワンダーランド」を今年も開催する予定で
す。詳細などは今後発表してまいりますので、お楽し
みにお待ちください。前回よりも多くの地元の人に楽
しんでいただけたら嬉しいなぁと思っています。
　今年もどうぞよろしくお願いします！
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問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341 または ☎ 0995・24・4631

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
㈱
や
さ
し
い
ま
ち
」

の
目
標
は
、「
世
界
一
や
さ
し

い
ま
ち
」
を
地
域
の
皆
さ
ま
と

つ
く
る
こ
と
で
す
。
世
界
一
や

さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
れ
ば
、
世

界
中
か
ら
人
が
集
ま
り
、
そ
う

し
た
環
境
で
は
子
育
て
も
し
や

す
く
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

野
草
の
中
に
は
、
健
康
に
役

立
つ
薬
草
が
あ
り
ま
す
。
薬
草

の
活
用
方
法
を
知
る
こ
と
で
、

誰
で
も
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て

健
康
増
進
な
ど
生
活
の
質
の
向

上
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
当

社
の
「
や
さ
し
い
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
に
沿
う
と
し
て
、「
野

草
薬
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
始

ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
安
心

し
て
薬
草
を
使
っ
て
頂
く
た
め

に
、
日
本
生
薬
学
会
会
長
も
歴

任
さ
れ
た
正
山
征
洋
先
生
（
薬

学
博
士
）
に
よ
る
学
術
的
な
見

地
に
基
づ
く
ご
指
導
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
ス
タ
ー
ト
は
、

３
回
に
分
け
て
メ
ド
ハ
ギ
を
特

集
し
ま
す
。
メ
ド
ハ
ギ
は
伊
佐

市
の
道
端
や
土
手
な
ど
に
た
く

さ
ん
自
生
す
る
野
草
で
す
。
日

本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
お
隣
の
韓
国
で
は
注

目
さ
れ
て
い
る
薬
草
の
一
つ
で
、

お
茶
や
お
酒
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
山
先
生
が
伊
佐
市
・

さ
つ
ま
町
の
た
め
に
書
き
下
ろ

さ
れ
た
「
メ
ド
の
神
秘
」
で
は
、

血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
や
強
壮

作
用
な
ど
、
健
康
増
進
に
役
立

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、

最
も
早
く
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
誰
も
が
命
を
全
う

す
る
ま
で
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
メ
ド
ハ

ギ
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鬼火焚き情報
開催日 開始時間 主催 開催場所

1 日（水）

    6 : 00   崎山東自治会   自治会館前駐車場

18 : 00
  平出水校区コミュニティ協議会   平出水消防詰所前
  田原自治会   黒木浩二様宅前
  小谷自治会   線路跡道路横

19 : 00   宮人自治会   宮人橋下の河川敷

2 日（木） 18 : 00

  尾之上自治会   広瀬橋垣内の水田
  石井自治会   中村橋付近
  高塚自治会   有木冨士美様宅道路横
  田代自治会（針持）   丸目廣美様宅前

3 日（金）

    6 : 00   小川内自治会   小川内運動公園
17 : 00   下之馬場自治会   自治会館敷地内

18 : 00
  八代自治会   八代橋周辺
  堂崎自治会   堂崎研修館前の水田

4 日（土）

17 : 30
  湯之尾校区コミュニティ協議会   鶴屋旅館裏河川敷
  駅前自治会   大一会いろり近くの水田
  白木自治会   白木公民館前

18 : 00

  本城小おやじの会   本城荒田（森山橋近くの水田）
  金波田自治会   金波田集会所前の水田
  木ノ氏地区   木ノ氏自治会館近くの水田
  大口東校区再生会   大口東小学校近くの水田（上目丸）

＊
正
山
征
洋
著「
メ
ド
の
神
秘
」

　

か
ら
出
典

問い合わせ先　企画政策課地域活力推進係　☎㉓１３１１

令和元年 12 月 5 日現在
※情報提供のあった自治会を掲載しています。

１年の無病息災
を祈願しま

しょう！
１月

メドハギ
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Information

Recruitment

令和元年度

お
知
ら
せ
［
ワ
イ
ド
版
］

試
験
区
分

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
・
臨
床

心
理
士
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
〉

※
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事

採
用
予
定
人
員　

各
区
分
若
干
名

受
験
資
格

次
の
試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を

満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地

　

方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条

　

項
）
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

※
点
字
に
よ
る
試
験
は
行
い
ま
せ

　

ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人
（
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
〉

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
公
益
財
団
法
人
日

本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
が

認
定
す
る
臨
床
心
理
士
の
資
格
を

有
す
る
人

一
般
行
政
Ⅰ
〈
保
健
師
〉

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
人

一
般
行
政
Ⅰ
〈
社
会
福
祉
士
〉

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
人

※
臨
床
心
理
士
・
保
健
師
・
社
会

　

福
祉
士
は
今
春
資
格
取
得
見
込

　

み
の
人
を
含
む

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

１
月
25
日
（
土
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
・
保

健
師
・
社
会
福
祉
士
〉

　

１
月
25
日
（
土
）
13
時
～

試
験
会
場

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試

験
及
び
発
想
力
テ
ス
ト

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
・
保

健
師
・
社
会
福
祉
士
〉

　

作
文
試
験

第
２
次
試
験

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採　
　

用

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
し
、
４
月
以
降
、
必
要
に

応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
手
続

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込

書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）

に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
84
円
切
手
を
貼
っ

　

た
返
信
用
封
筒
を
同
封

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
10
日
（
金
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、１
月
10
日
（
金
）

　

ま
で
に
必
着
。

受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、
祝
日
及
び
令
和
元
年
12
月

　

30
日
（
月
）
～
１
月
３
日
（
金
）

　

は
除
く
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係　
　

☎
�
１
３
１
１

追加募集伊佐市職員採用試験

問 総務課交通消防防災係　☎�１３１１

パレード　　　　時出発（雨天中止）
コース　大口元気こころ館 ～ 伊佐市陸上競技場

１２

１３式　典　  　　　時～
場　所　伊佐市陸上競技場
　　　　※雨天時は伊佐市文化会館
内　容　操法、規律訓練、伊佐市消防団梯子隊演技、
　　　　本城保育園集団演技、一斉放水（式典終了後）

　　　　※表彰は伊佐市文化会館で行います。

伊佐市消防出初式

１月 日１２ 日
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Information

　令和元年１０月以降に２０歳になった
人については、窓口において資格取得の
手続きが不要になりました。年金機構か
ら資格取得のお知らせが送付されます。
※海外から転入された人等で資格取得の
　お知らせが届いていない人は、手続き
　が必要です。
　ただし、免除申請や学生納付特例申請
を行う場合は、窓口で手続きが必要です
ので送付されてきた申請書を窓口へ提出
してください。
　学生納付特例申請には、学生証の写し
または在学証明書が必要です。
　代理人が手続きを行う場合は、申請者
の印鑑（認印）をお持ちください。

手続き方法が変わりました

　所得が少ないため、国民年金の保険料を納
めることが困難な人には、納付が免除または
猶予される制度があります。

保険料を納めるのが困難なときは

　承認された期間は、障害年金請求時の納付
要件や老齢基礎年金を受け取るための期間
に算入されますが、② ③の制度については、
将来受け取る老齢基礎年金へは反映されませ
ん。①については一部分の反映があります。
　また、収入を得られるようになり保険料の
納付が可能となれば「追納制度」を利用して、
将来受け取る年金を増額することができます。

①「免除（全額・一部）制度」
②「学生納付特例制度」（学生のみ）

③「納付猶予制度」（50 歳未満）

納付方法

※保険料を安く納める方法として、早めに納める「前納制度」もあります。

　国民年金は、老後やいざというときの生活を現役世代みんなで支え合うための制度です。
国内に居住する自営業、学生または就職をしていない人で、20 歳～ 60 歳の人は国民年
金に加入し、保険料を納めることになります。

問い合わせ先　市民課市民係・地域総務課市民窓口係　☎㉓１３１１
　　　　　　　加治木年金事務所　　　☎０９９５・６２・３５１１

歳になったら国民年金２０新成人の皆さんへ

６５歳以降、老後の
生活を支えます。

加入者が亡くなったとき、
子のある配偶者や子を支
えます。

病気や事故で障がいが
残ったときに支えます。

基礎年金障害 基礎年金老齢基礎年金遺族

口座振替
金融機関・郵便
局・コンビニ等

の窓口

クレジットカード
納付

電子納付
（ペイジー）

今も将来も老後も。国民年金は一生のリスクの備えです。つのメリット３  
今の

“まさか” に
将来の

“まさか” に
老後の

“安心” に



お
知
ら
せ
［ 

ワ
イ
ド
版 

］

ISA City Public Relations  2020.01.01　　16

Recruitment

令和２年度  伊佐市医師会立准看護学校
　　　　  学生募集（二次募集）

請求・問い合わせ先　〒８９５－２５２１　伊佐市大口鳥巣４５０
　　　　　　　　　　伊佐市医師会立准看護学校　☎㉒８８０２

Information

郵便等による不在者投票ができます
　この不在者投票をするには「郵便等
投票証明書」の交付申請が必要です。
事前に選挙管理委員会に申請する必要
がありますので、選挙管理委員会へお
問い合わせください。

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者手帳 　上肢、視覚の障がい（１級）

戦傷病者手帳 　上肢、視覚の障がい（特別項症～第２項症）

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者手帳

　両下肢、体幹、移動機能の障がい（１級または２級）

　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がい
　（１級または３級）

　免疫、肝臓の障がい（１級～３級）

戦傷病者手帳
　両下肢、体幹の障がい（特別項症～第２項症）

　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の
　障がい（特別項症～第３項症）

介護保険被保険者証 　要介護状態区分（要介護５）

対 象 者　手帳等を持ち、次の表に該当する人

■上記の対象者のうち次に該当する人は、代理人が投票の記載をすることができます。

問い合わせ先　市民課選挙係　☎㉓１３１１

〒

  募集期間　１月６日（月）～３０日（木）

  入学試験　２月１日（土）受付８時 30 分～ 50 分

  合格発表　２月５日（水）

   試験科目等　 国語（高校卒業程度）・一般常識（簡単な計算問題含む）・作文・面接

  提出書類　◦入学願書（本校所定）、写真を添付
　　　　　  ◦高校卒業（卒業見込み）証明書・高校成績証明書
　　　　　  ◦受験料 10,000 円　　　◦返信用封筒

  願書請求　 返信用封筒（長形３号）に住所・氏名を記入し 84 円切手を貼って請求してください。

投票できる期間

選挙の公示（告示）
日の翌日 ～

投票日の前日
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Information

小学校
陸上記録会結果

新 新

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
】

▽
６
年
女
子

１
位　

野
添
小
雪
（
大
口
）   　

 　
　

 11
秒
７

２
位　

永
田
橙
咲
（
大
口
）    　
　
　

11
秒
８

３
位　

福
本
美
咲
（
羽
月
）    　
　
　

11
秒
８

▽
６
年
男
子

１
位　

永
山
裕
都
（
大
口
）   　

 　
　

９
秒
８

２
位　

井
手
下
虎
太
郎
（
大
口
）   　

11
秒
２

３
位　

今
村
李
来
（
菱
刈
）     　
　

   

11
秒
３

【
８
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位　

永
田
莉
奈
（
大
口
）　   

２
分
48
秒
１

２
位　

中
島
花
梨
（
大
口
）　   

３
分
05
秒
４

3
位　

椛
山
真
羽
（
大
口
東
）
３
分
06
秒
２

▽
６
年
女
子

１
位　

永
田
万
理
香
（
大
口
）
２
分
53
秒
４

２
位　

大
丸
莉
央
（
羽
月
）    　

２
分
58
秒
２

３
位　

川
平
莉
央
奈
（
山
野
）
３
分
01
秒
４

【
１
０
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
男
子

１
位　

中
島
陸
斗
（
大
口
東
）
３
分
12
秒
１

２
位　

竹
下
龍
侍
（
大
口
東
）
３
分
35
秒
５

３
位　

川
平
大
翔
（
山
野
）    　

３
分
41
秒
０

▽
６
年
男
子

１
位　

蓑
手
陽
和
（
大
口
）    　

３
分
38
秒
０

２
位　

伊
藤
蓮
二
（
山
野
）　    

３
分
39
秒
７

３
位　

竹
内
彩
人
（
曽
木
）　    

３
分
45
秒
５

【
走
り
幅
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位　

有
郷
莉
麻
（
大
口
）　    

３
ｍ
36 

cm

２
位　

森
ひ
ま
り
（
田
中
）　    

３
ｍ
33 

cm

３
位　

松
山
桜
菜
（
田
中
）　    

３
ｍ
26 

cm

▽
６
年
女
子

１
位　

上
石
坂
明
歩
（
大
口
）    

３
ｍ
91 

cm

２
位　

後
藤
優
菜
（
大
口
） 　

   

３
ｍ
69 

cm

３
位　

永
田
万
理
香
（
大
口
）    

３
ｍ
48 

cm

▽
５
年
男
子

１
位　

重
信
佑
和
（
大
口
）　    

３
ｍ
71 

cm

２
位　

南
園
悠
太
（
羽
月
）　    

３
ｍ
64 

cm

３
位　

肱
岡
櫻
介
（
大
口
東
）
３
ｍ
48 

cm

▽
６
年
男
子

１
位　

日
高
健
一
郎
（
菱
刈
）
４
ｍ
03 

cm

２
位　

井
手
下
虎
太
郎
（
大
口
）４

ｍ
01 

cm

３
位　

坂
之
上
耕
平
（
大
口
東
）４

ｍ
00 

cm

【
走
り
高
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位　

永
田
莉
奈
（
大
口
）   　

１
ｍ
15 

cm

２
位　

福
元
美
咲
（
曽
木
）   　

１
ｍ
10 

cm

３
位　

蓑
田
ゆ
り
奈
（
大
口
）   

１
ｍ
05 

cm

▽
６
年
女
子

１
位　

大
丸
莉
央
（
羽
月
）   　

 

１
ｍ
23 

cm

２
位　

竪
山
は
り
る
（
大
口
）
１
ｍ
15 

cm

２
位　

丸
田
奈
実
（
牛
尾
）   　

 

１
ｍ
15 

cm

▽
５
年
男
子

１
位　

田
中
尚
希
（
本
城
）  　

 

１
ｍ
15 

cm

２
位　

諏
訪
涼
之
介
（
大
口
）   

１
ｍ
15 

cm

３
位　

小
原
海
晟
（
湯
之
尾
）  

１
ｍ
10 

cm

▽
６
年
男
子

１
位　

有
木
琉
生
（
大
口
）  　

 

１
ｍ
28 

cm

２
位　

伊
藤
蓮
二
（
山
野
）  　

 

１
ｍ
28 

cm

３
位　

宮
脇
魁
聖
（
大
口
）  　

 

１
ｍ
20 

cm

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

▽
５
年
女
子

１
位　

大
口
小　
　
　

１
分
03
秒
４

２
位　

田
中
小　
　
　

１
分
05
秒
７

３
位　

本
城
小　
　
　

１
分
06
秒
９

▽
６
年
女
子

１
位　

大
口
小　
　
　

１
分
01
秒
０

２
位　

羽
月
小　
　
　

１
分
02
秒
７

３
位　

大
口
小　
　
　

１
分
05
秒
３

▽
５
年
男
子

１
位　

大
口
東
小　
　

１
分
02
秒
６

２
位　

大
口
小　
　
　

１
分
02
秒
７

３
位　

羽
月
小　
　
　

１
分
03
秒
９

▽
６
年
男
子

１
位　

大
口
小　
　
　
　
　

58
秒
１

２
位　

大
口
小　
　
　

１
分
00
秒
２

３
位　

大
口
東
小　
　

１
分
00
秒
６

※同タイムの場合、着順判定による。

【
１
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位　

山
口
乃
笑
（
羽
月
）   　
　

 

15
秒
７

２
位　

有
郷
莉
麻
（
大
口
）    　
　

15
秒
９

3
位　

松
山
桜
菜
（
田
中
）    　
　

15
秒
９

▽
６
年
女
子

１
位　

上
石
坂
明
歩
（
大
口
）  　

14
秒
４

２
位　

後
藤
優
菜
（
大
口
）    　
　

14
秒
９

３
位　

平
山
琳
菜
（
本
城
）    　
　

15
秒
３

▽
５
年
男
子

１
位　

重
信
佑
和
（
大
口
）    　

    

14
秒
８

２
位　

貴
嶋
海
吏
（
大
口
）   　

     

14
秒
８

３
位　

工
藤
篤
人
（
山
野
）   　

     

15
秒
０

▽
６
年
男
子

１
位　

宮
脇
魁
聖
（
大
口
）    　
　

13
秒
８

２
位　

永
山
裕
都
（
大
口
）    　
　

14
秒
２

３
位　

坂
之
上
耕
平
（
大
口
東
）
14
秒
５
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伊佐市からのお知らせ

日　
　

時　

２
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
会
議
室

第
２
回
子
育
て
支
援
講
習
会（
無
料
）

参
加
者
募
集

募　
　

集

広告 広告

◎
主
任
介
護
支
援
専
門
員

応
募
資
格

○
年
齢
不
問
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

　

め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

　

人
○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

１
人

業
務
内
容

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
係
る
業
務

○
他
の
介
護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
助
言
・

　

指
導
な
ど
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
適
切
か

　

つ
円
滑
に
提
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
業

　

務
○
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
業
務

◎
介
護
予
防
専
門
員

応
募
資
格

○
年
齢
不
問
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

　

め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

○
保
健
師
、看
護
師
、介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

　

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、社
会
福
祉
士
の
い
ず

　

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

業
務
内
容

主
任
介
護
支
援
・
介
護
予
防
専
門
員

募
集

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
２
年
度

の
学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
納
入
希
望
業
者
は
、
次
の
要
領
で
指

定
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
納
入
品
目

　

野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・
味
噌
類
、
麺
類
、

魚
介
・
か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、
豆
腐
類
、

乾
物
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間

　

4
月
1
日
～
令
和
３
年
3
月
31
日

指
定
願
書
提
出
期
限　

１
月
24
日
（
金
）

学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
募
集

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
要
支
援
者
や

総
合
事
業
対
象
者
、
見
守
り
高
齢
者
等
の
相

談
や
お
宅
に
訪
問
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、
介
護
予
防
支
援

業
務
や
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
行
う

【
共　

通
】

雇
用
開
始　

４
月
１
日
～

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

勤
務
日
数　

月
17
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

社
会
保
障

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
あ
り

待　
　

遇　

会
計
年
度
任
用
職
員

選
考
方
法　

面
接

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
６
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

２
月
７
日
（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５—

２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係☎

㉓
１
３
１
１

内　
　

容　

応
急
処
置
の
ポ
イ
ン
ト
、
感
染

　
　
　
　
　

症
の
予
防
と
対
処
法

参
加
資
格　

概
ね
55
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

２
月
５
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

第
39
回
か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
留
学
生
を
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

受
入
期
間　

３
月
８
日
（
日
）
～
22
日
（
日
）

申
込
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局（
斉
藤
）

☎
０
９
０
・
１
９
２
６
・
８
３
８
０
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広告

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
責
任

で
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

１
月
８
日
（
水
）

○
大
口
地
区　

８
時
～
12
時

○
菱
刈
地
区　

13
時
～
15
時

収
集
処
分
場
所　

㈱
三
宝
保
全　
　

　

伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１—

７
３

☎
㉘
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　

農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
用
・

ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ
ン
グ

用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗
ポ
ッ
ト
等

※
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
等
は
裁
断

　

処
理
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
小
さ
く
折
り

　

た
た
み
、
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ
て
持
ち
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
水
で
洗
浄
し

　

て
か
ら
、
潰
さ
ず
に
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
運

　

搬
し
て
く
だ
さ
い
。

処
分
料
金　

１
㎥
当
り
２
、
４
９
０
円　

産
業
廃
棄
物
税　

１
㎥
当
り
３
５
０
円

補
助
金　

市
：
４
分
の
１
以
内
、
農
協
：

　
　
　
　
　

４
分
の
１
以
内
（
上
限
有
り
）

そ
の
他

○
処
分
料
金
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

　

い（
補
助
金
は
３
月
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
）。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

産 業廃棄物収集運搬者
伊 佐　太郎

５cm以上

（みほん）

３cm以上

○
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

　

正
処
理
推
進
協
議
会
で
搬

　

入
物
の
検
査
、
量
の
確
認

　

を
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

類
等
を
運
搬
す
る
場
合
、

　

車
両
の
表
示
及
び
書
面
の

　

備
え
付
け
が
必
要
で
す
。

　

不
備
が
あ
る
場
合
は
罰
せ

　

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
野
焼
き
や
山
林
等
へ
の
不
法
投
棄
は
も
ち

　

ろ
ん
、
自
家
焼
却
や
自
家
所
有
地
へ
の
埋

　

め
立
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
事
務
局
（
北
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
伊
佐
配
送
セ
ン
タ
ー
）

☎
㉖
４
１
１
１

お
知
ら
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
ア
イ
ス
ワ
ー

ル
ド
の
開
催
に
向
け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
開
催
を
し
な
い
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆

さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
in
か
ご
し
ま
伊
佐
実
行

委
員
会
事
務
局　

13ice.info@
gm

ail.com

ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
in
か
ご
し
ま
伊
佐

本
年
度
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん

※
指
定
願
書
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と

②
1
回
に
２
、
１
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　

よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る
こ
と

③
納
品
時
刻
が
確
実
に
守
ら
れ
る
こ
と

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
に
つ
い
て
は
、
月

　

1
回
以
上
の
検
便
を
受
け

　

る
こ
と

　

そ
の
他
、
品
質
等
の
基
準

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

指
定
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
︱
２
７
０
３

伊
佐
市
菱
刈
花
北
１
０
８
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉔
１
２
２
３

相
談
対
応
時
間

月曜日～土曜日
19 時～翌朝８時

日・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）

８時～翌朝８時

＃８０００
鹿児島県
小児救急電話相談

　夜間における子ども（15 歳未満）の
急な病気・けがなどご相談ください



ISA City Public Relations  2020.01.01　　20

伊佐市からのお知らせ

広告 広告

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
の
治

療
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
世
帯
の
合
計
所

得
が
３
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合　

　

⇨　

退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以

　
　
　

内
に
申
請

②
１
月
か
ら
12
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

　

が
総
額
８
万
円
を
超
え
た
場
合

　

⇨　

平
成
31
年
１
月
～
令
和
元
年
12
月
の

　
　
　

分
を
、
令
和
２
年
１
月
～
３
月
末
に

　
　
　

申
請

③
助
成
対
象
の
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
世

　

帯
に
お
い
て
、
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
１
月

　

か
ら
12
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
総

　

額
２
１
、
０
０
０
円
を
超
え
、
か
つ
、
そ

　

の
世
帯
の
子
ど
も
に
要
し
た
医
療
費
の
合

　

計
額
が
８
万
円
を
超
え
た
場
合

　

⇨　

平
成
31
年
１
月
～
令
和
元
年
12
月
の

　
　
　

分
を
、
令
和
２
年
１
月
～
３
月
末
に

　
　
　

申
請

④
１
か
月
の
医
療
費
が
３
、
０
０
０
円
を
超

　

え
た
場
合
（
非
課
税
世
帯
に
限
る
）

　

⇨　

令
和
元
年
８
月
～
12
月
の
分
を
、
令

　
　
　

和
２
年
１
月
～
３
月
末
に
申
請

※
②
・
③
・
④
は
①
で
助
成
を
受
け
た
分
は

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

　

除
く
。

申
請
に
必
要
な
書
類

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

○
印
鑑

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

日　
　

時　

2
月
12
日
（
水
）
受
付
13
時
～

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
50
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

テ
ー
マ　

心
の
病
気
や
依
存
症
に
つ
い
て

～
身
近
な
こ
と
と
し
て
一
緒
に
考
え
よ
う
～

内　
　

容

○
講
話

　

講
師
：
岡
田
洋
一
氏
（
鹿
児
島
国
際
大
学

福
祉
社
会
学
部
福
祉
社
会
学
研
究
科
教
授
）

○
専
門
職
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
パ
ネ

　

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
川
畑
良
二
氏
（
大
口
病
院
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

　

専
門
員
）

・
神
領
浩
平
氏
（
大
口
病
院
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
）

・
上
村
明
音
氏
（
大
口
病
院
公
認
心
理
士
／

　

臨
床
心
理
士
）

・
佐
抜
洋
平
氏
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

あ
け
ぼ
の
精
神
保
健
福
祉
士
）

申
込
期
限　

１
月
31
日
（
金
）

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係　
　
　

☎
㉓
５
１
０
３

心
の
病
気
を
持
つ
人
の
家
族
及
び
支

援
者
の
た
め
の
教
室

1
求
人
票
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
し
ま
す

　

企
業
の
情
報
な
ど
も
っ
と
深
く
知
る
こ
と

が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

　

ビ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
の
求
人
票
と
同
じ
内
容

　

を
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

　

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
よ
り
便
利
に
求
人
検
索
が
行
え
る
「
求
職

　

者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」

　

気
に
な
っ
た
求
人
の
保
存
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
で
紹
介
を
受
け
た
求
人
内
容
や
応
募
履

　

歴
が
確
認
で
き
ま
す
。

③
求
人
申
込
み
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き

　

で
き
る
「
求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」

　

会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
求
人
申
込
み
、
求

　

人
内
容
の
変
更
、
応
募
者
の
紹
介
状
の
確

　

認
、
事
業
所
画
像
情
報
の
登
録
・
公
開
な

１
月
６
日
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
を
快
適
に
利
用
で
き
ま
す

　

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
「
求
職
者
・
求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
を
利

　

用
す
る
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
が

　

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口　
　
　

☎
㉒
８
６
０
９
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　　  伊佐さわやかあいさつ運動
１2 月活動

○湯之尾小学校

（
11
月
５
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

有
村　

架か
り
ん凛
（
拓
真
・
友
紀
／
東
戸
切
）

池
澤　

大や
ま
と和
（
裕
也
・
め
ぐ
み
／
木
崎
）

市
原　

吏り
つ都
（
悠
気
・
香
織
／
春
村
）

緒
方　

咲え
み
り里
（
新
也
・
由
紀
／
あ
た
ご
）

熊
田　

京け
い
と斗
（
修
作
・
真
由
美
／
上
新
町
）

藏
坪　

龍
り
ゅ
う
せ
い生
（
昇
吾
・
綾
子
／
里
町
）

倉
野　

晃こ
う
き希
（
晃
太
・
望
／
諏
訪
）

多
賀　

紬つ
む
ぎ貴
（
貴
幸
・
香
織
／
西
本
町
）

日
髙　

充
じ
ゅ
う
（
救
・
佑
里
亜
／
東
戸
切
）

福
留　

穣
じ
ょ
う
（
峻
・
美
鈴
／
上
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
11
月
1
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

井
手
ノ
上　

裕
子　

77
（
木
崎
）

島
田　

冨
好　
　
　

95
（
東
戸
切
）

田
之
上　

義
雄　
　

90
（
小
水
流
）

茶
園　

紀
男　
　
　

79
（
朝
日
町
）

中
礼　

直
美　
　
　

89
（
元
町
実
業
）

鳥
成　

定
夫　
　
　

83
（
西
本
町
）

森
田　

利
久　
　
　

88
（
八
坂
町
）

若
松　

千
佳
子　
　

77
（
西
本
町
）

広告

永
吉　

鉄
哉　
　
　

94
（
東
市
山
）

藤
原　

誠
一　
　
　

70
（
山
下
）

南
永
・
本
城
地
区

佐
伯　

ト
ヨ　
　
　

93
（
瓜
之
峰
）

増
田　

カ
ツ
子　
　

99
（
下
荒
田
）

　伊佐養蜂組合の会員以外でミツ
バチを飼育している人（予定者含
む）は蜜蜂飼育届の届出が必要で
す。　　　　　　　までにご連絡
ください。
　ただし、採蜜し
た蜂蜜等は自家消
費のみで、次に当
てはまる場合は届出は不要です。
○花粉交配に必要な群数のミツバ
　チを数週間～数か月のみ一時的
　に飼育する人で、ハチミツ・ミ
　ツバチ等を販売していない人。
○密閉構造の飼育管理設備でミツ
　バチの飼育を行う人。

１月24日（金）

ミツバチを
飼育している人へ

連絡・問い合わせ先
農政課畜産係　☎㉓１３１１

山
野
地
区

川
平　

シ
ヅ　
　
　

93
（
石
井
）

芝
越　

万
人　
　
　

82
（
平
原
）

陣
之
内　

フ
ジ　
　

95
（
小
木
原
東
）

西　

ス
エ
子　
　
　

93
（
平
出
水
中
央
）

樋
原　

ミ
ハ
ナ　
　

89
（
上
松
）

羽
月
地
区

内
屋　

順
治　
　
　

80
（
山
之
口
）

児
島　

藤
惠　
　
　

102
（
崎
山
東
）

西
太
良
地
区

宇
都　

ミ
ヨ　
　
　

89
（
針
牟
田
）

下
野　

シ
マ　
　
　

97
（
土
瀬
戸
）

濵
場　

秀
仁　
　
　

84
（
笠
松
）

森
園　

紀
代
美　
　

57
（
門
前
）

菱
刈
地
区

池
田　

ト
メ
子　
　

91
（
本
町
）

内
倉　

軍
生　
　
　

80
（
田
中
上
）

白
男
川　

ア
キ　
　

93
（
停
車
場
）

田
口　

祐
文　
　
　

93
（
五
色
）
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編
集
後
記

人口のうごき

R1.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

総人口　25,638 人　  （－       27）
　男　　11,922 人　  （－          ３）
　女　　13,716 人　  （－       24）
世帯数　13,394 世帯  （－       16）

広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.267　

2020.01.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
ま
し
た
。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

湯
之
尾
神
舞
や
下
手
錫
杖
踊
な
ど
の
郷
土
芸

能
を
は
じ
め
て
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
材
し
て
み
る
と
、
ど
の
保
存
会
も
後
継

者
不
足
の
悩
み
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
伝
統

を
継
承
す
る
地
域
の
方
々
の
使
命
感
に
触
れ

て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
さ
太

鼓
ま
つ
り
や
人
権
フ
ェ
ス
タ
な
ど
来
場
者
が

多
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
運
営
団
体
の
努

力
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
参
加
者
が
い
て
初

め
て
成
功
と
い
え
ま
す
。
令
和
２
年
も
伊
佐

がO
N

E TEAM

と
な
っ
て
、
魅
力
あ
る
ま

ち
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
で
す
！
今

年
一
年
の
目
標
や
計
画
を
立
て
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

広告

今月号の「和みのひろば」はお休みします。このコーナーでは皆さんのお便りや写真をお待ちしています。和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ


